
HYBRID-CHAINを基盤に OVRYDEと導入

画面プレビューは英語のままです。

もっと簡単に始める

「Hybrid-IDを使って申し込みを進め

て」
エージェントによる申込手順の例

金融インフラ。エコシステムが広げる機会。

意思に応える
スピードで バンキング。
銀行・金融機関のために。

より広い経済圏につながる。

顧客体験、金融機関の管理、
エコシステムへの参加を一つに。

モジュール型金融インフラ
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一つのプラットフォーム。三つの利点。

より良い体験。
さらに広がる機会。
顧客の依頼、担当者の判断、パートナーのサービスを一つの業務フローにつなぎます。

01 / 顧客体験

必要なことから
始める。

使い慣れた操作画面や対話型支援で、
支払準備、情報検索、
サービス依頼を進めます。

操作を減らし、次の手順を明確に。

02 / 金融機関の管理

チームに
全体像を。

依頼、証拠、審査判断、
活動記録を業務のすぐそばに。

責任は人が担います。

03 / エコシステムへの参加

自社システムの
枠を超えて。

Hybridエコシステムを通じて、
提携先の機能、利用可能な市場、
新たなサービス関係を探ります。

より広い経済圏を支えるインフラ。

提供価値
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HYBRID-ID

使い慣れたID。
より簡単な第一歩。
顧客は既存のIDを使い、金融機関が必要とする情報を共有します。

01 / 本人識別

次のIDで続ける：
Hybrid-ID

既存のHybrid-
IDアカウントで認証します。

金銭的価値のないテストネット

02 / 共有の承認

共有する情報を
選ぶ

別途同意を得て検証概要を共有しま
す。

金銭的価値のないテストネット

03 / 申込

銀行との取引を
始める

金融機関が申込内容を審査し、
判断します。

金銭的価値のないテストネット

IDは引き継ぎ、銀行サービスの利用可否は審査する。 ログインと口座開設は別の判断です。追加資料が必要な場合もあります。

本人識別の基盤
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エージェントによる申込の例

一つの依頼から。
口座開設までの
道筋を示す。
「Hybrid-IDを使って

この銀行への申し込みを進めて」

01 希望を伝える

エージェントが申込手順を準備します。

02 共有範囲を確認

顧客が共有する情報を選びます。

03 確認して提出

申込内容を金融機関に送信し、審査を受けます。

HYBRID BANKING

バ ンキングアシスタント

Hybrid-IDを使ってこの銀行への

申し込みを進めて。

申込準備をお手伝いします。共有

する情報をご確認ください。

申込内容

主導権はお客様に。

本人情報

居住地情報

利用可能な確認資料

お客様の同意により、
この申込のために共有します。

確認して提出

画面例 · 申込は送信されません

顧客の体験

構想上の流れです。エージェントによる申込と範囲を限定した証拠再利用は連携計画であり、所要時間は保証しません。 2026年10月 04 / 14



次は金融機関の視点へ

判断に必要な準備を。
証拠を見ながら。

H Y B R I D  B A N K I N G

検証デモの一部 · 架空の証拠と判断

証拠、金融機関の審査、次の対応を一つの画面で把握します。

01 申込者を把握

取引関係と利用可能な本人情報を確認します。

02 例外事項を確認

スクリーニング、情報不足、

方針上の要件を評価します。

03 判断を記録

理由を添えて、承認、追加情報の依頼、
否認を記録します。

エージェントが準備を支援。

判断はコンプライアンス担当者が担います。

コンプライアンスの流れ

架空データのデモです。テストネットではスクリーニングと同意に基づく検証概要を利用できます。法人確認は別途対応範囲の定義が必要です。 2026年10月 05 / 14



申込から口座へのアクセスへ

承認済み。
新たなスタート。
わかりやすく、

使いやすいバンキング画面へ。

01 金融機関が承認を記録

02 残高ゼロのパイロット口座を作成

03 顧客がワークスペースにアクセス

目指すのは、短く途切れない手続き。

条件を満たし、必要情報が揃った顧客のために。

取引関係を承認

口座の
準備ができまし
た。
バンキングワークスペースへようこそ。

日常口座 · EUR

€0.00
新規口座 · 入金なし

バンキングを見る

取引関係の始まり

完了画面の例です。パイロット口座の記録は、認可された銀行取引関係の成立や外部決済の有効化を意味しません。 2026年10月 06 / 14
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お客様のために

暮らしの動きに、銀行も応える。
H Y B R I D  B A N K I N G

製品デモ · 架空の記録

依頼、確認、承認。 受取人と金額を常に確認できます。

支払と受取人

送金を準備し、受取人を管理し、

詳細を確認します。

計画と貯蓄

定期的な指示と貯蓄への配分を整理します。

日々のサポート

カード関連の依頼や、
安全な受信箱でのやり取りを続けます。 レスポンシブなWeb体験

日常のプライベートバンキング

パイロットの支払は内部に保存されます。外部ACH・銀行送金決済とカード発行には提供事業者が必要です。デモの資金とカードは架空です。 2026年10月 07 / 14



プライベートバンキングの視点

金融資産の
全体像を把握する。
残高、保有資産、リサーチを

一つの対話の中で。

01 ポジションを把握

口座残高とポートフォリオの記録を関連情報とともに確認しま
す。

02 市場を調べる

価格の出所、鮮度、利用可能性を確認します。

03 次の行動を準備

審査付きの注文フローを、将来の執行に向けた基盤にします。

デモの株式とデジタル資産

H Y B R I D  B A N K I N G

投資デモの一部 · 架空の現金、保有資産、注文

まずはリサーチと資産の把握。ブローカーによる執行は別途連携が必要です。

資産とリサーチ

デモ価格はライブ値または明示されたサンプルです。パイロットでの注文承認は実際の約定や取引を発生させません。 2026年10月 08 / 14



エージェント中心の設計。責任を明確にする手順。

すべての依頼に道筋を。
すべての判断に責任者を。
対話で始め、明確な管理手順で進めます。

同じ業務を、二つの方法で。 従来型フォームも支援型インターフェースも、同じ手順を使います。

範囲を限定したアクセス 独立した審査 暗号化された活動記録

意思

顧客または従業員が操作を依

頼します。

01

下書き

詳細、権限、

必要な確認事項を提示します
。

02

承認

本人が確認し、

必要に応じて別の担当者が審
査します。

03

記録された結果

コアの処理結果と活動履歴が

ワークスペースに戻ります。

04

操作モデル

現在のアシスタントは定型コマンドに対応します。外部エージェントの自由なアクセスとローカルモデル接続は連携計画です。 2026年10月 09 / 14



兆候を理解し、証拠を確認する。

変化するリスクを、より明確に。
H Y B R I D  B A N K I N G

パイロット画面 · 分離された合成テスト記録

保存される案件が、アラート、顧客情報、証拠、審査対応を結びます。

金銭的価値のないテストネット

活動の監視
支払分割の可能性、頻度、合計額、短時間での資金移動。

金銭的価値のないテストネット

説明可能な調査

ルールの版、対象期間、理由を確認。担当割当、
上位への報告、結論の記録を行います。

金銭的価値のないテストネット

国別方針と本人情報
国別ポリシーを設定し、スクリーニングを確認して、

テストネットにポリシーの証跡を保持します。

取引関係を通じたコンプライアンス

監視はアラート専用モードで始まります。兆候は審査のきっかけであり、不正の認定や自動的な当局報告ではありません。 2026年10月 10 / 14



証明の構成

詳細は非公開のまま。
記録は検証可能に。
保存した方針変更に、担当者、理由、変更前後の状態を紐付けます。

金融機関の内部

完全な
非公開記録

方針変更、責任者、理由、

裏付けとなる証拠。

暗号化されたパイロット記録

ソルト付き
コミットメント

顧客情報や職員情報は
公開しません

永続的な引き渡し

送信待ちの
証明コミットメント

変更とコミットメントをまとめて保存し

、公開に備えます。

金銭的価値のないテストネット

公開して
受領証を検証

確認済みの受領証のみを
Explorerのリンクにします

HYBRID-CHAIN / EXPLORER

検証可能な
公開参照

開示された証拠を公開コミットメントと

照合します。

検証済みTestnet接続

記録そのものの証明。 暗号学的コミットメントだけでは、判断の正しさや法令適合性は証明されません。

非公開の証拠。検証可能な履歴。

方針の証明は金銭的価値のないTestnetで検証済みです。検証者4者中3者、運営主体は1者です。公開デモの操作は公開されません。画面画像は英語です。 2026年10月 11 / 14



参加が可能性を開く

貴社から。
より広い金融経済圏へ。

共通基盤 Hybrid-ID Hybrid-Chain Hybrid Explorer Hybrid Federation

貴社

Hybrid
Banking
自社の顧客。

自社の運営モデル。

自社のエコシステム戦略。

明確に定めた

提供事業者との関係を通じて連携。

導入と運用

OVRYDE
金融機関の導入手順、連携計画、継続支援を設計します。

金融ネットワークを探る

AI Financial
支払、デジタル資産、流動性、決済の提携関係を探ります。

市場インフラを探る

Perpetuals.com
該当する提供事業者と市場技術やトークン化の可能性を探ります。

エコシステムの強み

機会の図は例示です。利用には契約、連携、業務内容、法域、顧客資格の条件があります。免許は各認可法人に帰属します。 2026年10月 12 / 14

https://www.ovryde.com/solutions/
https://www.aifi.co/
https://perpetuals.com/


自社のコア。自社の導入戦略。

運営モデルから始める。
正本となるシステム、データの境界、必要な接続を決めます。

金銭的価値のないテストネット

Hybrid Core

取引関係、口座、内部台帳、依頼、審査を支える基盤。

バンキング画面 Hybrid Core

コネクター計画

既存コアと併用

既存コアを正本に保ち、承認済み指示を送り、

結果を同期します。

バンキング画面 既存の銀行コア

TemenosとAvaloqの接続は現在稼働していません。

導入構成の選択肢

データの境界に合わせる。
オンプレミス

金融機関が管理するインフラ

プライベートクラウド

定義されたホスティング環境

Hybrid

環境間の管理された接続

パイロットは独自運用のCore基盤で稼働しています。導入構成やローカル・ホスト型モデルは金融機関ごとの検証が必要です。

金融機関に合わせる
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エージェント型バンキング。つながる機会。

バンキング経済圏で
自社の役割を
築く。
顧客と運営モデルから始めます。

その強みを高める接続を築きます。

銀行業務フローを見る

OVRYDEとパイロットを計画

hybrid-banking.com

初回相談で明確にすること

01 機会を定める

顧客、既存システム、

改善したい一つの業務フロー。

02 体験をたどる

顧客の申込、チームの判断、

日常の銀行業務。

03 パイロットを設計

範囲、接続、管理策、測定可能な受入基準。

HYBRID BANKING

HYBRID-CHAINを基盤に

貴社から始める

Hybrid Bankingは技術基盤を提供します。銀行業務その他の規制対象サービスは、適切な認可を受けた金融機関と提携先が提供します。 2026年10月 14 / 14
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